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第3章 環境等への配慮　

【省令】（環境等への配慮）

第 五条　技術基準対象施設の設計、施工又は維持に当たっては、自然状況、利用状況その他の当該施設が
置かれる諸条件を勘案して、港湾の環境の保全、港湾の良好な景観の形成及び港湾の保安の確保につい
て、配慮するよう努めるものとする。
２ 　不特定かつ多数の者が利用する技術基準対象施設の設置に当たっては、自然状況、利用状況その他
の当該施設が置かれる諸条件を勘案して、高齢者、障害者その他日常生活又は社会生活に身体の機能
上の制限を受ける者の安全かつ円滑な利用に配慮するよう努めるものとする。

1 基本的な理念

技術基準対象施設の設計、施工または維持にあたっては、施設の配置及び規模並びに施設の諸元の決定、
構造形式、使用材料及び施工方法の選定等において、当該施設の施工性及び経済性等を考慮しつつ、自然環境、
地域の良好な景観及び保安の確保に配慮することが望ましい。
自然環境への配慮にあたっては、水質、底質、大気質、生物、生態系等の環境要素を考慮して、現存する自

然環境への影響を極力少なくするとともに、新たな自然環境を創出し得るように留意することが必要である。
港湾の分野においては、地球温暖化がもたらす気候変動への緩和策に取り組むこととし、その一つとして

ブルーインフラ（藻場・干潟等及び生物共生型構造物）等の活用を推進することとしている 0-1）0-2）。ブルー
インフラの保全・再生・創出にあたっては、当該施設の設計、施工または維持を通じた総合的な取り組みの
一つである包括的な計画手法並びに自然環境の変動性及び不確定性を考慮した順応的管理手法を適用するこ
とができる。
地域の良好な景観への配慮にあたっては、個別施設の外観のみを対象とするのではなく、当該施設の存在

する空間が持つ景観上の位置づけを把握し、その景観的な価値を保全、活用または向上させることが望ましい。
不特定かつ多数の者の利用を想定した施設の設置にあたっては、自然状況、利用状況その他の当該施設が

置かれる諸条件を勘案して、高齢者、障害者等を含む全ての人の安全、安心、円滑かつ快適な利用に配慮する
ことが望ましい。
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2 環境等への配慮に際しての重要な視点

（1）自然環境に関する支配要因
港湾においては、潮汐、波浪等の作用が、港湾の自然環境に関する物質の移流及び拡散並びに生物生息環
境の支配要因となる（［作］第2章7 水の流れ等）。技術基準対象施設の設計、施工または維持にあたっては、
当該施設の建設等に伴うこれらの作用の変化が、空間的及び時間的に広範に伝播することを適切に考慮する
必要がある。

（2）環境要素への配慮
① 水質については、COD、栄養塩、浮遊懸濁物等の水質汚濁の原因物質の存在量に着目する（［参（共）］第3
章1 一般）。また、赤潮、貧酸素水塊、青潮等の水質汚濁の結果の現象にも着目し、健全な物質循環の観点
で検討することが望ましい。
② 底質については、有機物・微量化学物質・重金属等の含有量、粒度分布等に着目する（［参（共）］第3章1 一般）。
堆積物の分解による底層水の貧酸素化の促進、貧酸素環境による栄養塩の溶出促進等の二次的な汚濁を引
き起こさないよう、水質への影響の伝播にも注意する必要がある。また、静穏域に堆積する微細粒子は重
金属物質等の有害物質を吸着しやすいことにも留意する必要がある。

③ 大気質については、船舶・車両・港湾の荷役機械・立地企業の活動等が、大気質に排出する熱・ガス（NOX，
SOX，CO2等）・微細粒子等に着目する。これらは港湾活動に起因する面が大きいものの、技術基準対象施
設の設計・維持管理・解体等においても排出されるため、当該施設の建設等のための作業船や作業機械等
の選定に十分な配慮が必要である。
④ 生物（動物・植物）・生態系については、生物多様性の確保及び自然環境の保全（［施］第11章3 . 6 生態系
機能）を旨とし、地域を特徴づける生態系における注目種への影響に着目する。注目種とは、上位性（生態
系の食物連鎖上の上位に位置するもの）、典型性（地域の生態系の特徴を典型的に現すもの）、特殊性（特殊
な環境であることを示す指標となるもの）の観点から抽出した種のことを言い、港湾においては藻場や干潟、
サンゴ礁等の生態系の基盤を構成したり、これらの生態系の維持によって期待される機能を担う種のこと
である（［施］第11章3 . 1 一般）。また、成長の過程（生活史）において生息・生育場を移動する種もあるこ
とから、注目種の生息・生育空間の有機的なつながり（生態系ネットワーク）を考慮することも重要である3）4）5）。
⑤ 生態系は、生物及び無生物とそれを取り巻く変化に富んだ環境から構成され、生物生息機能、水質浄化機能、
生物生産機能、CO2吸収機能等の生態系機能を有している。ここで、生物生息機能とは多様な多数の生物
の生息を可能とする機能 3）であり、水質浄化機能とは物理的作用及び生物的作用により海水の浄化を促す
機能 3）であり、生物生産機能とは一次生産によって支えられた生物生産の機能 3）であり、CO2吸収機能と
は藻場等のブルーカーボン生態系による大気中のCO2を吸収する機能 5-1）である。
　 　港湾の環境の保全に配慮する技術基準対象施設の設計、施工または維持にあたっては、これら機能の保全・
再生・創出に取り組むことが望ましい 3）6）7）8）9）10）（［参（共）］第3章3 自然再生の保全・再生）。

（3）順応的管理手法
自然環境及び社会的背景の変化を考慮しながら、適切な情報・技術を用いた状況の確認（モニタリング）
を行い、環境に対して設定された個別目標が達成されていることを定期的に確認し、必要があれば計画の修
正を行う仕組み（順応的管理）を導入することが望ましい 6）（［施］第11章3 . 6 自然環境の保全）。

（4）資源の循環的利用への配慮等
技術基準対象施設の設計、施工または維持にあたっては、建設副産物の適正な処理、再生資源の活用等に
より、資源の循環的利用に配慮するよう努める必要がある（［参（共）］第3章3 自然再生の保全・再生）。
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（5）地域の良好な景観への配慮事項
地域の良好な景観の形成への配慮として、技術基準対象施設の設計、施工または維持にあたっては、各段階

を通じて、景観に関する一貫した目標やデザインコンセプトに基づくことが望ましい 11）12）13）14）15）16）17）18）19）。

（6）港湾の保安への配慮事項
港湾の保安については、施設の特性に応じて、監視機能の確保、監視の死角とならない構造等に配慮し、保

安の確保に配慮することが望ましい。
なお、国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保等に関する法律（平成十六年四月十四日法律第三十一号）

で規定する重要国際埠頭施設については、同法に基づく埠頭保安設備等に係る技術上の基準にも適合する必
要がある。

（7）不特定多数の者が利用する施設に関する高齢者、障害者等への配慮事項
旅客船の用に供する係留施設、海浜、緑地、護岸等、不特定かつ多数の者が利用する施設については、高齢者、

障害者等を含む全ての人が安全、安心、円滑かつ快適に船舶の乗降や親水機能を有する施設等の利用ができ
るよう、施設の計画、配置、細部等の設計の各段階で配慮することが望ましい 20）21）22）。
なお、高齢者、障害者との移動等の円滑化の推進に関する法律（平成十八年六月二十一日法律第九十一号）
で規定する旅客船ターミナル等については、同法に基づく基準にも適合する必要がある。
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